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ご あ い さ つ

この度、作曲家協議会の皆様のご協力を得て一挙

に16曲 もの邦楽器作品が生れることを大変嬉 しく思

います。

最近では作曲家の方々が邦楽器のための作品を書

くことはごく当り前のことになってきました。 この
数週間、日本音楽集団の練習場へは大勢の作曲家が

出入 りされ、邦楽器やメンバーたちとの交流が盛ん

に行われています。作曲家 との共同作業で進めてき

た日本音楽集団の25年のF_K史 の上に更に発展を期す

ためにも、私たちの練習場が一層こういった交流の

場 として賑わうことを期待 します。

日本音楽集団 田 村 拓 男

祭 りの 当家 を求め て

日本作曲家協議会 (JFC)は 、数年前から各プ
ロ合唱団などと共催で「合唱の祭典」を行い、f41々

好評を得ています。

経済的に恵まれない音楽家たち同志ではあっても、

作曲家 と演奏家が共同で事業を行えば解決できる問

題は沢山あ ります。

器楽の分野に拡げたい、祭 りは鳴物入 りで巾広 く

派手にや りたい、 とくれば日本の祭 りを担ってきた
邦楽器が先棒担ぐが当然です。日本音楽集団の定期

の場を借 りて、12の新作 (′ )を 含むさまざまのタイ

プの今様エスニック音楽をお楽 しみ下さい。

眼龍義治
いの り (初演 )

かんき ふんJl かんどう ひたん、かんじゃ、ぞうし
つ かんこ ひあい 力'ん しょう、ひ方、ん あいそ じ
ゅそ ねがい。I・l時 も安かならず うつろい ただよう
心。そして、いのり。

曲は平調 rを 中′じ,に中空調 r、 雲丼調子が錯綜しつつ展

開します。邦楽器の古IL的技法による平場な作H舌です。
アマチェアの方々にもl i分 に演奏していただけると思
います。

[尺八]素川欣也 [胡 弓]坂口進― (客演)
[筆 ]I内藤洋子 久東寿子 II高 橋はるな・桜井智永
:十七絃]山 田明美

草野次郎
風 宴 (初演)

大学 1キ代より今日まで アカデ ミックな音楽教育を受け
■r洋の楽器を主体に出を苫いてきた私です力ヽ 一度機会

があれば邦楽器によるアンサンブルを書いてみようと常
々思つていました。そ:■は邦楽器の書それ自体 (1、  1本
人である私の心をゆさぶる 何か言葉で表現できないも
のを感 じる力 らです。

山は緩―急―緩より成る小 111て 、全14Nに アカデ ミックな

'国
気ですが、私の fll楽′卜への思いの第 1作です.

[尺 八]I三橋貴風  II素川欣也
[筆 ]内藤洋子 [十七絃]佐藤由香里

大政直人
Evening Shadows I (初 演 )

この曲は、聴いて頂ければ分るように、尺八と琴のため

のイージーソスニングな作品です。モードを使っていま
すが こういったスタイルの曲は ともすれば安易な音
の羅列になってしまうため 単調にならないように 機
能和声的な部分もわすかですが出現 します。ただし そ
のような構成になったのは あくまでも結果であって
最初から意図してそのように作曲したわけではありませ

ん。最後に、本 H演奏して Fさ る日本計4H集 ドの方々に
′しヽから感謝いたします。

[尺八]水川寿也
[挙]大畠菜穂子

川崎絵都夫
萌揺 (きさゆらぎ)の譜 (初演)

i"揺 (き さゆらぎ)と は ■月(き さらぎ、日暦の 2月 =It
/1の 3月 にあたる)の 語源説●l一つです。「『きさらぎの季

節』は 植物の生長がll iま るとともに 寒暖の変化が大き
く またF花開いて雨多し」の~i節でもある。J(倉鳴 1字 )
‖は最初に出てくる主題から自由に発展していき 最後
にもう '芝 l:題 が戻ってきて、静かに終わります。はっ

と■のつけるような十楽になつていると良いのですが.

[笛 ]竹井 誠 [尺八]I米澤 浩 II水川寿也
[三味線]簑田司郎 [琵琶]山 田まゆ美
[二十絃筆]I佐藤由香里  H桜井智永
[十七絃]大畠菜穂子 レ丁楽器1田村拓男 望月大喜之丞

日本作由家協議会  三 木   稔



稔小橋

火  男 (ひょつとこ)(初演)

火を得る為にギツシャの神は大火傷を、 日本の神は火を
お産みになつて命を落とされました。その人を人々の牛

活にもたらすソ,に つかわされた火男は一
`L懸
命人をおこ

してまわりました。人は燃え 人々は喜び 日のとがっ
てしまつた火男は人々の人気者になつたのでした。しか

しガスlTNを ひねれば火が燃える時代になつて 火男はど
んな思いでいるのでしょう。この曲はそんな火男への挽

歌です。※ひょっとこの ■に忘らるる 夏 :lか な※

[笛]竹井 誠 [尺八]米澤 浩 [三味線]工藤哲子
[筆]吉村七重
[打楽器]田村拓男 細谷―郎・望月大喜之丞

青木暢男
祭りの幻想による序章 切演)

夏。日本の祭 りの頃.お神輿を担 0若者達のエネルギー
の決発。一方静かな路地には漆黒のような夜の帳 りを背

景に明りのついた提 llが家々の軒下につるされ浴衣を着
た女の子がカタカタと下駄の音をさせながら一人二人と

集 ,線香1と火をしている。遠 くから風のまにまに聞こえ

てくる祭 りの価の音。子供達にもわかる様に易しく簡明

直識に 動と静の対比を日本風な音でまとめました。

[笛 ]西川浩平 [尺八]素川欣也 [三味線]田 中悠美子
[琵琶]田原順子 [二十絃筆]I熊沢栄利子・佐藤里美
Ⅱ高橋はるな [十七絃]大畠菜穂子
[打楽器]田村拓男・高橋明邦

見 目順一朗
サラスヴァシ ーヘ「風」(初演)

サラスヴァティーはヒンドゥー教の音楽・学問の女神で、

琵琶を持つ弁才天の原姿。「風Jは尺八吹奏時にその音未
然の「こと」と音その「ものJと の「あいだJに 生ずる。
「あいだ」の共通感覚 (セ ンスス コムニス)と しての「気
分」を軸に、日本においてインドを1司景する姿を描く。

憧1,「する」という主語1勺行為は、 日本という述語的状
態にile合され 再び ｀日本″を醸成する伝統 と「なる」。
これがこの前の「鳴るJと ころであり これを常識 (コ
モン・センス)に 訴えたい。

[尺八]1=橋 責風・ II水川寿也 HI素川欣也
[琵琶]I半 日淳子・Ⅱ坂田美子 [打楽器]望月大喜之丞

宮城純一

和楽器合奏のための「シータⅦ」(初演)

十 七絃独奏による短い市i^に続 き アジア風なモティー
フがインド音楽や ミニマル ミュージック等の手法によ
つて展開 して行く。後

｀
卜では ロック風のオスティナー

トにのぅで篠‖ と尺′ヽなどがか らみ合う。

題名の「シータJは  インドの叙事計「ラーマーヤナJ
●lヒ ロインの名前か皓とったが 出の内″ヽ と1正オをの関係
はない。

今卜1の演奏会のため1989年 3月 末に(1:曲。

[笛 ]西川浩平 [尺八]素川欣也 [三味線]大田幸子
[二十絃挙]I宮越圭子・ II山 日明美
[十七絃]II:沢栄利子・ II久東寿子 [オ丁楽器]高橋明邦

下山一二三
邦楽器のための「カタリシス」第 3番

この作品は1983年 に谷珠美、佐藤順 r、 竹丼 lk、 高橋明

邦の皆さんの北欧、特にスウェーデンとデンマークの演

奏旅行のために書いたもので 初演はスウェーデンの北
部のウーメオ市で行なわれ、 その後いろいろな場所で,■
奏されている。「カタツシスJと いう題名の作

『
,は今まで

に
'曲
あって 何れも,■奏者が声を発するという共通点

を持っている。

[笛]竹井 誠 [三味線]野口美恵子
[筆]宮越圭子 [打楽器]細谷―郎

鈴木英明
「律」― 和楽器のための四重奏曲―― (初演)

この作品は 本日の演奏会のために作曲したもの t‐ ある。
従って内容も「間き易い楽しい作品を」というJFCの
主旨に出来るだけそうかたちで作曲した。曲は 事によ
つて表われる断片的なrT‐律が響きの中に拡散していく第
一部と、尺入の自由なエキスプレッションを中.し とヽする

第二部と 各楽器による協奏風で律重力的な第二部からllk
っている。タイトルの「律Jは一般には音楽用語として
多義的に用いられるが、ここでは調和、躍動を象徴する

言葉として用いた。

[尺 八]三橋貴風 [筆]I吉村七重・Π熊沢栄利子
[十七絃]宮越圭子

杉浦正嘉
更  衣 l_ろもがガ (初演)

鞍
「
Jの麓から頂上の大杉、更に魔工堂から貴船の谷への

深い樹林、遠い古代力らの貝類や歴たと物語り 魁魅魁
魅のさまよう世界を包み込みつつ木々は年々新 らしい葉
で装い、自然はそのままに人も含め広大に更衣をする。

■船川の水も又同じ。橋に立って流れを見れば水は流れ

橋は流れず 104は 流れ水は流れず、水ば流れ橋も流れる

等々と見える。それらは常に常でない。常ない常の更衣

だ。この曲はこの自然の姿のイメージより 篠笛 能管
小鼓 人技によりまとめたものです。

[笛 ]西川浩平
[打楽器]細谷―郎 望月太喜之丞

中村晃也
変 様 Modl cation for Shakuhach and S5

型、が lF.楽イ1,T,を 古 くということは 弦楽円重奏を書くと
いうこととあまり違いはない。日本に生まれた私は イ1
曲家 として,こ 々「はざまJに 居るのである。勿論 楽器
や奏者の特性は最大限にぢ慮するが 私の本質的な感性
や音楽語法が変わるわけではない。
ただ驚 くべきことは たtOま ぬ精進を重ねた●派な

'1`楽演奏家が、あのデジタル的な定 Lt譜からアナログ的な ll.

楽の要素を見事に引き出してくれることである。これを
く変様〉の意味 と捉えていただきたぃ。

[尺八]三橋責風
[等 ]白根きぬ子



増本伎供子
′jヽさな風 ―二面の筆と二管の尺八のための一

1,721■ に等●l鳥居名美T,さ んのリサイタルのため 1「尺

八と合奏するものをJと いう事て委嘱され 鳥れ|さ ん 亀
山香能さん

'く

人の 本 ,1珈  月.藤麗山の i者 ltに よって同
年秋に初演されました。爾後 現 甘 秋の■楽展 尺八
1979深 li会系のイ11晰家有′よによる「邦 4・ 器による作品展」
京都大学尺入千島会定 演などてもとり iげ られたり lJ K
送も何度かされた 0 小出の割には皆さんに可愛がられて
います.「小さな風」とは こずえをさつと駆けぬけて
性をかすかにそよがせるようなささやかな風のことです。

[尺 八]I米澤 浩 II竹井 誠
[挙]l坂丼敏子 Π吉村七重

綿村松輝
三本の尺八のための「序」(初演)

深い響き 緊j■感ある高青、 llっ た 0と した幅広い低帝
等 多彩な表lHL力 をもつ尺八はTl、の心を魅 rす る。■の
もつ内面的な表現が理屁ぬきで私の心の深層をゆり姜力か

す。ll前からのべ人べの■れが 今クの lTl奏会で実を結
びました。
町1'」 の中 t ま 「ゆ

'」

力ゞ強ヨ封さ,してヽヽま¬。 そオιは
私l‐ のもつ青感の代表的なものであり 長い歴史を経て
tよ ぐ〈まれ その時々のおもヽヽ力ヽ ■くこめられているよ
うで1.

[尺八]I米澤 浩・ II竹井 誠 Ш水川寿也

柳田孝義
破墨山水図

「■ (l fi彩ありJ  これは 水墨輌・lk,1に 使われる●
名なl言 葉だが「上彩Jに はすべての色を合● というよ
りすべての色を超赳する という意味がこめられている
という.破 J:と は1充+(は つ tiく )と もいい l lL代美術て
,え ばアタションベインティングとカドリッピングに地

じるような早をバラ撤き  気111成 に1市 〈丁法のことで
ある。これ iよ う ■ ,111山 水図は日

'象
派の表現を400

4:も Hlに先llN Oし ていた とも去われている。この出は

'く

′ヽ3 鼓 2 の|.i素なlli成 で書ん,1て いる。
「尺八]I米澤 浩 II水川寿也 Ⅲ素川欣也
「打楽器]細谷―郎 望月大喜之丞

山本直純
「平成元年のための巳楽」―ホロ楽器合奏のために(初演)
1秦琴]深草アキ(特別出演)

楽器と云うものを人Atlが楽し,Ilに なつて永い|十が流れた。
し日本の楽23が当 0前だった|=代。

「
 本の 4‐′トカ珍 ら

しくなつた時fて。そして今 日本の楽器 十楽を改めて
考え直す時代がやって来た, 1本人のたべ物 そばやうど
んをいつまでも愛するように 本で生まれ 育った楽2卜を
もう 庄 じヽゆくまで楽しんではきたい。そんな気 |=か ら
フルート合

^や
 ブラスバンドのろに書いた「平成元年

の|ド曲Jを改言「して 「1=文 ,七 年の巳楽J としました。
[笛]西川浩平 :尺八及び笛「三橋司■ 竹井誠 米澤浩
|二味線]工藤哲子 :太神「田中悠美子 :琵琶:半田淳子
[挙 ]坂井敏子 吉村七重 [十七絃]宮越圭子
[打楽器]田村拓男 細谷―郎 望月大喜之丞

アイ。エム・エス
0楽器リース0保管0移動0ステージ・スタッフ派遣

〒167東京都杉並区上荻 2-21-25
オリオンシャ トーlF
PHONE 03-397-2292

琴 先生わ来尋虐
東京都目黒区碑文谷2-19 15 TEL(792)8481

年を愛するすべての人の機細な感情を忠実に音に表現す

るために 楽器の本質を追求した筆


